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功した（式 1）。また、F12BINOL の 3,3’位への芳香族置換基、2,2′位への環状リン酸基の導入を
 





















Scheme 1. Development of Practical Synthetic Method of F12BINOL 
 




Scheme 3. Catalytic Enantioselective Three-component Imino-ene Reaction Catalyzed 
by F10BINOL-Derived Chiral Phosphoric Acid 
 
第四章 
Scheme 4. Diastereo- and Enantioselective [4+2] Cyclization Reaction of N-Benzoyl 










































に成功している。特に 3,3′位にペルフルオロアリール基を有する BINOL から誘導したキラルリ
ン酸を触媒として用いた場合に、収率、立体選択性が劇的に向上することを見出し、この高い立
体選択性を得るにはペルフルオロアリール基の導入が重要であることを示した。 
本研究の成果は、ペルフルオロアリール基を不斉触媒に導入することが、高い触媒活性と高い
立体選択性を獲得する上で重要であることを示し、ペルフルオロアリール基が、今後の不斉触媒
の設計・開発において有用な構成要素となりうることを示すものである。 
これらの研究成果は、著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
ことを示している。したがって、岡本大司提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合
格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
